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　岩村町本通りで３月２３日、岩村町社会資本整備総合交付金事業の完成を祝うテープカットが行われ

ました。その長さは、なんと１.３㌔。約 1,200 人の参加者は、一斉にテープを切り、喜び合いました。

このテープカットは、日本一記録をデータ化するウェブサイト「日本一ネット」に認定されました。
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特集 子どもの安全を守る

放
送
で
見
守
り
を
呼
び
掛
け

●
平
成
２０
年
か
ら
下
校
放
送
を
開
始

　

市
で
は
、
市
内
の
２
３
２
カ
所
に
設
置

し
て
あ
る
屋
外
拡
声
子
局
（
防
災
行
政
無

し
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
は
、
岩
邑
小
学

校
５
、６
年
生
の
声
で
放
送
し
て
い
ま
す
。

ま
た
現
在
、夕
方
に
は「
夕
焼
け
小
焼
け
」、

昼
間
の
下
校
時
に
は
「
野
バ
ラ
」
の
音
楽

に
乗
せ
て
放
送
し
て
お
り
、
下
校
の
イ

メ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

放
送
す
る
時
間
は
、
地
域
に
よ
っ
て
異

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
行
事
な
ど
で

下
校
時
間
が
ま
ち
ま
ち
な
た
め
で
す
。
平

日
以
外
に
も
、
土
曜
日
や
日
曜
日
に
行
事

が
あ
る
場
合
は
放
送
し
て
い
ま
す
。
ま
た

学
校
区
が
混
在
し
て
い
る
大
井
小
、
大
井

第
二
小
、
長
島
小
、
恵
那
北
小
学
校
区
で

は
、
夕
方
の
午
後
４
時
に
統
一
し
て
放
送

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
放
送
の
時
間
が

異
な
る
と
、
ど
こ
の
学
校
の
放
送
か
の
区

別
が
で
き
な
い
こ
と
や
、
何
度
も
同
じ
放

送
を
耳
に
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
で
す
。

●
下
校
放
送
へ
の
意
見
を
募
集

　

下
校
の
時
間
の
放
送
へ
は
、
い
ろ
い
ろ

な
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

・
大
井
町
と
長
島
町
の
放
送
は
、
小
学
校

名
を
加
え
て
放
送
す
れ
ば
、
学
校
の
下
校

時
間
に
合
っ
た
放
送
が
で
き
る
。

・
学
年
ご
と
で
下
校
時
間
が
異
な
っ
た
り
、

徒
歩
通
学
と
バ
ス
通
学
で
時
間
が
異
な
っ

た
り
す
る
。

・
毎
日
放
送
が
う
る
さ
い
の
で
、
音
楽
だ

け
に
し
た
ら
ど
う
か
。

・
放
送
を
聞
い
て
見
守
り
活
動
を
す
る
人

を
も
っ
と
増
や
せ
な
い
か
。

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が

線
）と
各
家
庭
の
音
声
告
知
器
を
使
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
の
下
校
の
時
間
を
放
送
し
て

い
ま
す
。

　

市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
運
営
委
員
会

（
以
下
、
運
営
委
員
会
）
で
は
、
市
社
会

教
育
委
員
会
か
ら
の
意
見
を
受
け
て
、
平

成
１９
年
に
「
防
災
行
政
無
線
で
市
民
に
下

号
）
―
を
明
記
し
、
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
見
出
し
は「
下
校
放
送
へ
の
意
見
」

と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

〒
５
０
９
―
７
４
９
２
（
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不
要
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社
会
教
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課
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２
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内
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４
３
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３
―
４
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３
７
、
糸sy
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校
時
間
を
周
知
し
て
、
住
民
が
見
守
る
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
安
全
に
下
校

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
」
と
発
案
。
下

校
時
の
地
域
の
方
の
見
守
り
と
声
掛
け
活

動
は
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
効
果

が
あ
り
ま
す
。

　

運
営
委
員
会
と
市
で
は
、
自
治
連
合
会

や
地
域
協
議
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
に
協
力
を

呼
び
掛
け
、
平
成
２０
年
６
月
か
ら
下
校
の

放
送
を
始
め
ま
し
た
。

■本年度の放送のパターン

放送内容 放送日

定時 平日

入学式 ４月７日㈰

夏休みの始まり ７月１９日㈮

夏休みの終わり ８月２５日㈰

冬休みの始まり １２月２６日㈭

冬休みの終わり １月７日㈫

春休みの始まり ３月２６日㈬

●
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
録
音

　

放
送
は
、
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
が
伝

わ
る
よ
う
に
、小
学
生
が
実
際
に
録
音
し
、

放
送
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、
違
う
小
学
校

の
児
童
ら
が
１
年
分
の
放
送
内
容
を
録
音

市青少年育成市民会議
運営委員長

　近 藤 達
たつ

 治
じ

 さん

　（中野方町）

ら
、
よ
り
よ
い
見
守
り
活
動
と
あ
い
さ
つ

運
動
の
方
法
を
考
え
て
い
き
ま
す
の
で
、

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

□
募
集
期
間　

随
時

□
提
出
方
法　

本
紙
に
折
り
込
み
の
広
報

直
通
便
や
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
な
ど

で
、
①
氏
名
②
住
所
③
連
絡
先
（
電
話
番

　子どもたちの下校時間が放送で流れる

ことは、地域で定着してきました。子ど

もたちが通ると、畑のお年寄りの人たち

が手を休めて「お帰り」と言います。子

どもたちも元気に「ただいま」と普通に

言い合えます。なかなかよその子に声を

掛けることは難しいものですが、放送で

「子どもたちから見守りをお願いされた」

という意識が働き、大人も気軽に声が掛

けられます。

　昔、地域のおじさんやおばさんに褒め

られたり叱られたりしたように、子ども

に目を向け、地域ぐるみで子どもを守り

育てることが大切だと思います。下校の

放送は、その一つの切っ掛けです。これ

からも全地域で、子どもたちへの声掛け

を続けていきたいと思います。　

申
・
問

▲見守りの依頼を録音する小学生

　

市
内
に
は
、
小
学
校
が

１５
校
、
中
学
校
が
８
校
あ
り
、
４
２
３
２
人
の
児
童

や
生
徒
が
通
学
し
て
い
ま
す
。
学
校
の
行
き
帰
り
に
は
、
交
通
事
故
や
痴
漢
や

連
れ
去
り
な
ど
の
犯
罪
、
大
雨
の
と
き
の
水
路
の
増
水
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
危

険
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
に
は
、
地
域
や
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
が
連
携
。
見
守
り

活
動
や
安
全
マ
ッ
プ
の
作
成
、
学
校
で
の
危
険
回
避
の
訓
練
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

いつも声を掛けてくださり、

今日も元気に
下校します。

ありがとうございます。

子
ど
も
の
安
全
を
守
る

地
域
や
学
校
の
連
携
し
た
取
り
組
み

▲

登
下
校
の
安
全
は
市
全
地
域
の
課
題

子どもを守り育てるために
声掛けをお願いします。
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特集 子どもの安全を守る

危
険
箇
所
付
き
白
地
図
を
作
成

　

大
井
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
防
犯
防

災
部
会
で
は
、
地
域
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

を
結
成
し
、
子
ど
も
の
下
校
時
に
ま
ち
角

新
。
道
が
薄
い
色
で
印
刷
さ
れ
て
お
り
、

子
ど
も
が
自
分
の
通
学
路
を
色
で
塗
っ

て
、
行
き
帰
り
の
危
険
な
場
所
が
一
目
で

確
認
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
、
大
井
小
学
校
と
大
井
第
二
小

学
校
、
恵
那
東
中
学
校
の
生
徒
に
配
布
さ

れ
る
予
定
で
す
。

行
政
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
合
同
で
点
検

　

昨
年
の
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、
市

内
の
全
て
の
小
学
校
の
通
学
路
の
合
同
点

検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
４

月
以
降
、
登
校
中
の
児
童
な
ど
の
列
に
自

動
車
が
突
入
し
、
死
傷
者
が
多
数
発
生
し

た
痛
ま
し
い
事
件
を
受
け
、
全
国
的
に
点

検
が
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

市
内
の
点
検
は
、
市
や
県
、
警
察
、
学

校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
が
協
力
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
学
校
が
抽
出
し
た
危
険
箇
所
を
基

に
、
合
同
で
点
検
。
交
通
量
や
大
型
車
が

多
い
場
所
、
見
通
し
が
悪
い
場
所
、
大
雨

で
増
水
す
る
場
所
、
木
が
生
い
茂
っ
て
暗

い
場
所
、
草
が
伸
び
る
と
歩
道
が
狭
く
な

る
場
所
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
点
検

さ
れ
ま
し
た
。

　

点
検
で
は
、
合
計
１
７
７
カ
所
の
危
険

箇
所
を
確
認
し
、
９１
カ
所
を
対
策
が
必
要

な
箇
所
と
し
て
報
告
。
こ
の
う
ち
４
カ
所

は
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
既

に
対
策
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
は
、

県
や
国
に
要
望
す
る
こ
と
も
含
め
、
計
画

的
に
対
策
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

全
学
校
で
危
険
箇
所
を
地
図
に

　

市
内
の
全
小
中
学
校
で
は
、
学
校
で
把

握
し
て
い
る
情
報
や
上
記
の
合
同
点
検
の

危
険
箇
所
を
記
し
た
地
図
を
学
校
別
に
作

成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
図
を
基
に
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
通
学
指
導
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
や

地
域
協
議
会
、
自
治
連
合
会
、

見
守
り
隊
を
結
成
し
て
声
掛
け

　

明
智
町
で
は
、「
明
智
っ
子
笑
顔
見
守

り
隊
」
を
結
成
し
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下

校
の
安
全
と
安
心
の
た
め
の
見
守
り
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
隊
員
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

や
地
区
青
少
年
育
成
委
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地

域
の
有
志
な
ど
７７
人
が
所
属
。
子
ど
も
た

ち
の
集
団
登
校
に
付
き
添
っ
た
り
、
下
校

時
に
家
の
前
や
、
ま
ち
角
な
ど
で
子
ど
も

た
ち
に
声
を
掛
け
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

見
守
り
活
動
は
、
元
々
は
家
か
ら
家
の

間
隔
が
広
い
吉
田
小
学
校
区
だ
け
で
行
っ

て
い
ま
し
た
。
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で

は
、
平
成
１８
年
１０
月
か
ら
明
智
小
学
校
を

含
め
た
町
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
を
決

定
。
町
全
体
に
協
力
者
を
募
り
、
現
在
ま

で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
昨
年
７
月
に

は
、
こ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
市
防
犯
組

合
連
合
会
か
ら
防
犯
功
労
団
体
賞
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。

　

明
智
町
で
は
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に

人
と
人
と
の
関
係
や
地
域
の
つ
な
が
り
が

薄
れ
て
い
く
の
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し

た
。声
を
掛
け
合
う
見
守
り
隊
の
活
動
は
、

薄
れ
た
関
係
を
取
り
戻
す
活
動
の
一
つ
と

し
て
役
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
地
域

の
行
事
で
は
、
積
極
的
に
子
ど
も
に
呼
び

掛
け
て
、
地
域
の
ま
と
ま
り
を
つ
く
る
よ

う
努
力
し
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
毎
年
、

年
度
末
に
、
地
域
の
取
り
組
み
を
発
表
し

合
う
「
小
集
会
活
動
」
を
行
い
、
情
報
交

換
と
町
全
体
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
の
道
や
生
活
範
囲
内
で
は
、
ど
こ
に
危
険

が
潜
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
各
地
域
や
学
校
な
ど
で
は
、
危
険

箇
所
を
見
回
っ
た
り
、
地
図
に
示
し
た
り
し
て
、
危
険
の
可
能
性
を

知
ら
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
見
守
り
活
動
や
パ
ト
ロ
ー
ル
で
、
子
ど
も

た
ち
が
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
な
取
り
組
み
も
各
地
域
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　毎日、車の通りが多くて危険な通りの四
つ角で、子どもたちの下校を見守っていま
す。見守り隊員を引き受けたばかりのとき
は、声を掛けるのが恥ずかしかったですが、
声を掛けているうちに、子どもたちと心が
通じ合うようになりました。まちで会った
ときにも、にこっとあいさつをしてくれま
す。
　まち角にいると、子どもたちだけでなく、
いろんな出会いもあります。この活動を続
けてきたことは、人生の中でプラスになっ
ていると思います。

活動の継続は人生にプラス

▲見守り活動をする明智町の（左から）堀つゑさ
ん、片桐三四（みよ）さん、堀五子（いつこ）さん

▲危険な交差点を点検（写真は武並町）

な
ど
で
子
ど

も
た
ち
の
見

守
り
活
動

を
し
て
い

ま
す
。

こ
の
隊
は
、

▲

作
成
し
た
ぱ
と
ま
っ
ぷ

▲▼各学校で作成し
た危険箇所を記した
地図

▲ぱとまっぷに色鉛筆で通学する道を書き込む

▲まち角で子どもたちに毎日声を掛ける明智っ子笑顔見守り隊の皆さん

交
通
安
全
協
会
、
大
井
恵
那
峡
と
ん
と
ん

節
保
存
会
な
ど
町
内
の
多
く
の
団
体
な
ど

で
結
成
。
下
校
時
の
見
守
り
の
他
に
も
、

夏
休
み
や
夜
に
も
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

防
犯
防
災
部
会
で
は
、
平
成
１８
年
に
地

域
の
危
険
な
箇
所
を
ま
と
め
た
「
ぱ
と

ま
っ
ぷ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
恵
那
東

中
学
校
区
の
地
図
に
、
人
通
り
が
少
な
い

場
所
や
車
が
多
い
場
所
、
大
雨
で
増
水
す

る
場
所
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
、
地
域
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に

呼
び
掛
け
、
見
通
し
が
悪
い
所
や
交
通
事

故
が
多
い
所
な
ど
を
見
直
し
、
地
図
を
更

2013.5.15 広報えな 4



特集 子どもの安全を守る

　

保
護
者
は
、
学
校
に
着
く
と
教
室
に
行

き
、
担
任
か
ら
直
接
子
ど
も
を
引
き
取
り

ま
し
た
。
担
任
は
、
引
き
渡
し
確
認
用
名

簿
で
児
童
の
帰
宅
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
た
。

　

こ
の
訓
練
で
は
、
教
員
は
学
校
が
作
成

し
た
緊
急
時
の
手
引
き
を
再
確
認
し
て
児

童
に
指
導
。
児
童
は
安
全
に
帰
る
方
法
を

身
に
付
け
、
保
護
者
は
、
子
ど
も
の
迎
え

な
ど
の
対
応
に
理
解
を
示
し
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
、
こ
と
し
も
５
月
に
こ
の
訓

練
を
行
う
予
定
で
す
。

自
転
車
の
運
転
者
と
し
て
自
覚

　

山
岡
中
学
校
で
は
、
自
転
車
安
全
講
習

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
１１
日
、
全
校
生
徒
１
２
４
人
を
対

象
に
講
習
会
を
開
催
。
恵
那
警
察
署
岩
村

交
番
の
署
員
の
講
話
や
交
通
安
全
に
関
す

る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
た
後
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
市
の
交
通
指
導
員
ら
が
、
交
通
ル
ー
ル

や
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
、
乗
り
物
の

危
険
性
を
指
導
し
ま
し
た
。

　

講
話
で
は
、「
自
転
車
と
人
の
事
故
で

は
刑
事
、
民
事
の
責
任
を
負
う
こ
と
に
な

り
ま
す
」
と
運
転
者
の
責
任
の
大
き
さ
が

話
さ
れ
ま
し
た
。
交
通
指
導
員
は
「
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
が
自
分
の
命
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
」
と
運
転
者

と
し
て
の
自
覚
を
持
つ
よ
う
指
導
し
て
い

ま
し
た
。

　

同
校
で
は
、
生
徒
の
体
力
面
や
地
域
性

を
考
慮
し
、
４
月
か
ら
全
校
生
徒
に
自
転

車
通
学
を
許
可
。
こ
と
し
自
転
車
で
通
学

す
る
生
徒
は
、７９
㌫
に
当
た
る
９８
人
で
す
。

　

子
ど
も
ら
が
自
分
の
目
で
確
認

　

飯
地
小
学
校
で
は
、
児
童
ら
に
よ
る
通

学
路
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
１２
日
、
全
校
児
童
３６
人
は
、
五
つ

の
分
団
に
分
か
れ
、
地
図
を
見
な
が
ら
危

険
な
場
所
を
確
認
し
ま
し
た
。
次
に
集
団

登
校
を
す
る
と
き
の
目
当
て
と
、
約
束
事

を
出
し
合
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
が
決
ま
る

と
、
５
人
の
分
団
長
は
前
に
出
て
、
決
め

た
こ
と
を
発
表
。「
列
を
崩
さ
な
い
」「
手

を
つ
な
い
で
歩
く
」「
歩
く
ス
ピ
ー
ド
を

一
定
に
」「
道
路
の
白
線
か
ら
出
な
い
」「
雨

の
日
は
１
列
に
並
ぶ
」
な
ど
の
約
束
事
な

ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
下
校
の
時
間
に
合
わ
せ
、

通
学
路
を
点
検
し
な
が
ら
帰
り
ま
し
た
。

沢
尻
分
団
で
は
、
伊
東
愛ま

な

望み

分
団
長
を
先

頭
に
列
を
作
っ
て
集
団
下
校
。
途
中
、
道

路
の
横
断
で
気
を
付
け
る
場
所
や
、
足
を

踏
み
外
す
と
危
な
い
急
な
斜
面
が
あ
る
場

所
、
空
き
家
が
あ
る
場
所
な
ど
を
確
認
し

な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。
他
の
分
団
で
も
、

冬
場
に
凍
っ
て
滑
る
場
所
や
、
山
道
に
枯

れ
葉
が
積
も
る
と
滑
る
場
所
な
ど
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

飯
地
小
学
校
で
は
、
こ
の
日
の
他
に
、

保
護
者
と
児
童
と
教
員
が
危
険
な
場
所
を

確
認
す
る
日
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

連
れ
去
ら
れ
な
い
方
法
を
学
ぶ

　

明
智
小
学
校
で
は
、
連
れ
去
り
防
止
教

室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
１６
日
、
１
８
０
人
の
全
校
児
童
を

対
象
に
開
講
。
講
師
は
県
警
「
た
ん
ぽ
ぽ

班
」
の
３
人
で
し
た
。
最
初
は
、
連
れ
去

り
事
件
に
な
ら
な
い
た
め
の
約
束
「
セ
ー

フ
テ
ィ
フ
ァ
イ
ブ
」
の
話
。「
一
人
に
な

ら
な
い
」「
付
い
て
行
か
な
い
」「
大
声
を

出
す
」「
近
づ
か
な
い
」「
話
を
す
る
」
の

五
つ
で
、
腹
話
術
を
交
え
、
事
例
を
挙
げ

な
が
ら
子
ど
も
た
ち
に
教
え
ま
し
た
。

　

２
番
目
の
話
は
、
車
に
乗
せ
ら
れ
な
い

た
め
に
は
ど
う
す
る
か
で
し
た
。「
車
の

近
く
で
遊
ば
な
い
」「
知
ら
な
い
人
の
車

に
乗
ら
な
い
」「
乗
せ
ら
れ
そ
う
に
な
っ

た
ら
大
声
を
出
す
」
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　

連
れ
て
行
か
れ
な
い
た
め
の
方
法
も
学

び
ま
し
た
。
車
に
追
い
付
か
れ
な
い
方
法

や
、知
ら
な
い
人
と
距
離
を
保
つ
こ
と
を
、

児
童
ら
の
代
表
２
人
が
ス
テ
ー
ジ
上
で
体

験
し
ま
し
た
。
逃
げ
る
こ
つ
は
、「
だ
る

ま
さ
ん
が
転
ん
だ
」
や
「
ハ
ン
カ
チ
落
と

し
」
な
ど
、
後
ろ
の
気
配
を
感
じ
る
遊
び

な
ど
で
訓
練
が
で
き
る
こ
と
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
校
で
は
、
４
月
１１
日
に
は
命
を
守
る

訓
練
と
し
て
、
地
震
と
火
災
に
よ
る
避
難

訓
練
を
実
施
。
児
童
た
ち
は
、
連
れ
去
り

防
止
教
室
と
併
せ
て
、
自
分
の
命
は
自
分

で
守
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

緊
急
時
に
子
ど
も
を
引
き
渡
す

　

大
井
小
学
校
で
は
、
引
き
渡
し
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
大
雨
警
報
な

ど
の
発
令
で
緊
急
に
帰
宅
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
に
、
児
童
を
安
全
に
保
護
者
に
引

き
渡
す
訓
練
で
す
。

　

昨
年
、
５
月
１４
日
の
訓
練
で
は
、
大
雨

警
報
の
発
令
を
想
定
し
、
校
長
が
児
童
を

保
護
者
に
直
接
引
き
渡
す
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。
保
護
者
に
は
、
子
ど
も
の
迎
え

を
電
子
メ
ー
ル
と
連
絡
網
を
使
っ
て
依

頼
。
児
童
ら
に
は
、
急
い
で
帰
宅
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
帰
る
準
備
を
す
る
よ
う

に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
職
員
室
で
は
、
児

童
の
帰
宅
準
備
の
状
況
把
握
や
保
護
者
の

迎
え
が
難
し
い
児
童
へ
の
対
応
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
事
件
や
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
自
分
た
ち

で
危
険
を
知
り
、
安
全
な
通
学
方
法
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
学
校
で
は
、通
学
路
の
危
険
を
目
で
確
認
す
る
「
通
学
路
点
検
」

や
、
知
ら
な
い
人
に
連
れ
去
ら
れ
な
い
対
策
を
学
ぶ
「
連
れ
去
り
防

止
教
室
」、安
全
な
自
転
車
の
乗
り
方
を
学
ぶ「
自
転
車
安
全
講
習
会
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
衛
の
方
法
を
教
え
て
い
ま
す
。

▲大声で「助けてぇ」と言う練習をする

▲連絡を受けて保護者が子どもを引き取る

▲飯地小の児童らが通学路のすぐ脇の危険な斜面を確認

▼交差点での自転車のルールを学ぶ

▲地図を見ながら危険な場所を確認
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「
ご
み
減
量
化
と
資
源
リ
サ
イ

ク
ル
化
」」
の
満
足
度
は
増

　

重
要
度
（「
高
い
」
と
「
や
や
高
い
」

の
合
算
）
の
高
い
施
策
は
、｢

医
療
機
関

（
病
院･

診
療
所
）｣

が
６１
・
６
㌫
、「
緊

急
医
療
体
制
（
夜
間･

休
日･

救
急
）」

が
５９
・
６
㌫
、「
健
康
診
断･

相
談
、
保
健

予
防
」
が
５５
・
９
㌫
、｢

ご
み
収
集
と
処

理
サ
ー
ビ
ス｣

が
５４
・
２
㌫
、「
買
い
物
の

便
利
さ
」
が
５２
・
６
㌫
、「
ご
み
減
量
化
と

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
化
」が
５０
・
７
㌫
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

満
足
度
（「
満
足
」
と
「
や
や
満
足
」

の
合
算
）
の
高
い
項
目
は
、｢

ご
み
収
集

と
処
理
サ
ー
ビ
ス｣

が
５２
・
５
㌫
、「
上
水

道･

簡
易
水
道
の
整
備
」が
４７
・
８
㌫
、「
ご

み
減
量
化
と
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
化
」
が

４０
・
７
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
満
足
度
が

前
年
度
よ
り
高
く
な
っ
た
項
目
は
、
特
に

「
ご
み
減
量
化
と
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
化
」

（
３
・
６
ポ
イ
ン
ト
増
）、「
図
書
館
（
室
）

の
設
備
と
蔵
書
数
」（
２
・
４
ポ
イ
ン
ト
増
）

で
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

不
満
度
（「
や
や
不
満
」
と
「
不
満
」
の

合
算
）
の
高
い
項
目
は
、｢

魅
力
あ
る
働
く

場
の
確
保｣

が
５４
・
７
㌫
、「
商
店
街
の
に
ぎ

わ
い
」
が
５４
・
１
㌫
、「
段
差
や
道
幅
な
ど
歩

道
の
安
全
性
」
が
４３
・
８
㌫
と
な
っ
て
い
ま

す
。
不
満
度
が
前
年
度
よ
り
高
く
な
っ
た
項

目
は
、
特
に
「
魅
力
あ
る
働
く
場
の
確
保
」

（
６
・
６
ポ
イ
ン
ト
増
）、「
商
店
街
の
に
ぎ
わ

い
」（
５
・
６
ポ
イ
ン
ト
増
）
で
上
昇
し
て
い

ま
す
。

重
点
課
題
は
「
医
療
」
や
「
雇
用
」

な
ど

１１
項
目

　

満
足
度
と
重
要
度
を
指
数
化
し
評
価
し
た

と
こ
ろ
、
重
要
度
が
高
く
、
満
足
度
の
低
い

「
重
点
課
題
」
に
該
当
し
た
の
は
、
健
康
福

祉
分
野
の
「
医
療
機
関
（
病
院･

診
療
所
）」

「
緊
急
医
療
体
制
（
夜
間･

休
日･

救
急
）」、

生
活
環
境
分
野
の
「
地
震･

災
害
に
対
す
る

安
心
感
」「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど

の
地
球
温
暖
化
対
策
」、
都
市･

交
流
基
盤

分
野
の「
身
近
な
市
道･

生
活
道
路
の
整
備
、

維
持
管
理
」「
段
差
や
道
幅
な
ど
歩
道
の
安

全
性
」「
幹
線
道
路
（
国
道･

県
道
な
ど
）

の
整
備
」「
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
便
利
さ
」、
産
業

振
興
分
野
の｢

魅
力
あ
る
働
く
場
の
確
保｣

、

住
民
参
画
分
野
の
「
健
全
な
財
政
運
営
」「
行

政
改
革
の
推
進
」
の
１１
項
目
で
す
。
こ
れ
ら

の
課
題
は
、
満
足
度
が
向
上
す
る
よ
う
、
重

点
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

保育サービス・子育て支援

１０％ ２０％ ５０％４０％３０％１０％２０％５０％ ４０％３０％

５７項目の施策満足度
平成２３年度との比較 満足度不満度

市
民
意
識
調
査
の
結
果

働
く
場
の
確
保
へ
の
不
満
が
増
加

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
市
政
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
、
ど
の
よ
う
に
評
価
を
し
て

い
る
の
か
を
聞
き
、
今
後
の
市
政
運
営
や
後
期
計
画
の
実
施
に
当
た
っ
て
の
基
礎
資

料
と
す
る
た
め
、
昨
年
１２
月
に
市
民
意
識
調
査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、個
別
施
策
５７
項
目
に
つ
い
て
、施
策
に
対
す
る
「
満
足
度
」
と
「
重

要
度
」
を
５
段
階
で
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
市
が
行
っ
て

い
く
事
業
な
ど
に
つ
い
て
の
個
別
事
項
を
伺
い
ま
し
た
。

　

今
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
市
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
調
査
結
果
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。
詳
細
は
、
市
役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
や
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp

://w
w

w
.c

ity
.e

n
a.lg

.jp
/

）
な
ど
で
、
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
志
２
６
―
２
１
１
１
（
内
線
３
３
０
）

  調査の概要
調査対象：２０歳以上の市民２,５００人

抽出方法：無作為抽出法

調査方法：郵送配布、郵送回収

調査時期：平成２４年１２月

回収結果：１,４１１人（有効回収率５６．４％）

※平成２３年度回収結果１，４７９人

　（有効回収率５９．２％）

健康診断 ･相談、保健予防

地域の助け合いによる福祉活動

生活支援 ･介護など高齢者福祉

障がい者 (児 ) への福祉サービス

医療機関（病院・診療所）

山林や河川などの自然環境の保全

市営住宅の整備

街並み・景観の保全と整備

緊急医療体制 (夜間 ･休日 ･救急 )

消防体制 (署の配置など )

防犯 ･治安などの安心感

地震・災害に対する安心感

上水道 ･簡易水道の整備

下水道 ･合併処理浄化槽の整備

し尿収集と処理サービス

大気汚染 ･騒音 ･水質など公害対策

ごみ収集と処理サービス

ごみ減量化と資源リサイクル化

幹線道路（国道･県道など）の整備

身近な市道・生活道路の整備、維持管理

段差や道幅など歩道の安全性

ＪＲ中央本線の便利さ

バスの便利さ

明知鉄道の便利さ

情報通信環境の整備

買い物の便利さ

商店街のにぎわい

工業の振興対策

農業の振興対策

林業 (里山･山林 ) 保全と振興

観光施設と誘客ＰＲ

新しい分野の起業化支援

図書館 (室 ) の設備と蔵書数

文化・芸術活動の振興

魅力ある働く場の確保

小中学校における教育

学校・地域・家庭の連携

生涯学習施設の数と設備

生涯学習情報・出前講座メニューの量

市政への市民の意見の反映

市政に関する市民参加の機会

体育施設の数と整備

文化財の保存・活用

地域コミュニティー活動の支援

男女共同参画の取り組み

在住外国人との交流や国際交流の推進

広報による市情報の提供と公開

市民団体やＮＰＯなどの活発化

市ホームページの内容やデザイン

インターネットでの申請など利便性

受付・窓口などでの市職員の対応

健全な財政運営

行財政改革の推進

医療機関（病院・診療所）

緊急医療体制 (夜間 ･休日 ･救急 )

健康診断 ･相談、保健予防

ごみ減量化と資源リサイクル化

ごみ収集と処理サービス

生活支援 ･介護など高齢者福祉

防犯 ･治安などの安心感

買い物の便利さ

魅力ある働く場の確保

消防体制（署の配置など）

１０％ ２０％ ５０％４０％３０％ ６０％ ７０％

公園・緑地など憩いの場

移住・定住の支援策

自然エネルギーの活用などの地球温暖化対策

平成２４年度

重要度（上位１０施策）

0 10 20 30 40 50 600102030405060

0 10 20 30 40 50 60 70 80

▲調査票（左）と調査結果報告書（右）

0 10 20 30 40 50 6001020304050

平成２３年度の調査結果

今回（平成２４年度）の調査結果

0 10 20 30 40 50 60 70 80

平成２３年度の調査結果

今回（平成２４年度）の調査結果
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お
か
ず
を
盛
り
付
け
る
の
に

ち
ょ
う
ど
い
い
楕だ

円え
ん

型
の
小
鉢
を

２
種
類
の
粘
土
で
作
り
ま
す
。

　

初
め
て
の
方
で
も
安
心
し
て
作

れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
参
加
く
だ

さ
い
。

□
と
き　

５
月
２６
日
㈰
①
午
前
１０

時
―
正
午
②
午
後
１
時
半
―
３
時

半□
と
こ
ろ　

山
岡
陶
業
文
化
セ
ン

タ
ー

□
定
員　

各
１５
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
料
金　

１
０
０
０
円

□
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル

□
作
品
の
引
き
渡
し　

７
月
上
旬

　
　
　
　

山
岡
陶
業
文
化
セ
ン

タ
ー
志
５
６
―
４
５
６
７

　

県
で
は
、
県
伝
統
文
化
継
承
者

顕
彰
の
候
補
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
８
年
度
か
ら
永
年
に
わ
た

り
伝
統
文
化
の
保
存
顕
彰
に
尽
力

し
い
る
方
を
表
彰
。
広
く
県
民
に

知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
伝

統
文
化
の
振
興
や
継
承
者
の
育
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
対
象　

邦
楽
や
日
本
舞
踊
、
能

･

歌
舞
伎
、
文
楽
、
民
俗
芸
能
、

伝
統
工
芸
、
茶
道
、
華
道
、
香
道
、

そ
の
他
伝
統
文
化
の
保
存
や
継
承

に
尽
力
す
る
７５
歳
以
上
で
活
動
歴

５０
年
以
上
の
方
。
伝
統
文
化
で
使

用
す
る
道
具
や
材
料
の
製
作
者
な

ど
、
伝
統
文
化
を
支
え
、
保
存
や

継
承
に
尽
力
す
る
方

□
締
め
切
り　

５
月
２４
日
㈮

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
は
対
象
外
で
す
。
①
本
年
度
、

同
じ
分
野
で
知
事
表
彰
を
受
け
る

方
②
過
去
に
、
同
じ
分
野
で
知
事

表
彰
歴
が
あ
る
場
合
③
県
伝
統
文

化
継
承
者
顕
彰
を
受
賞
し
て
い
る

方
　
　
　
　

文
化
課
志
４
３
―
２
１

１
２
（
内
線
３
２
１
）

　

県
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
で

は
、
体
の
不
自
由
な
方
を
対
象
に

医
療
相
談
や
、
補
装
具
（
車
い
す

や
装
具
な
ど
）
の
交
付
、
修
理
の

相
談
と
判
定
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

５
月
１４
日
㈫
午
後
２
時

―
４
時
（
受
け
付
け
は
３
時
半
ま

で
）

□
と
こ
ろ　

市
役
所
会
議
棟

□
診
断
科
目　

整
形

□
料
金　

無
料

□
持
ち
物　

身
体
障
害
者
手
帳
、

印
鑑

　
　

社
会
福
祉
課（
内
線
１
３
４
）

　

県
知
的
障
害
者
更
生
相
談
所
で

は
、
知
的
障
が
い
が
あ
る
方
の
療

育
手
帳
の
交
付
や
更
新
の
巡
回
相

談
を
行
い
ま
す
。希
望
す
る
方
は
、

事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

１８
歳
未
満
の
知
的
障
が
い
者

□
と
き　

５
月
２７
日
、８
月
１９
日
、

１１
月
１８
日
、
平
成
２６
年
２
月
３
日

（
月
曜
日
）
午
前
９
時
半
―
午
後

４
時

１８
歳
以
上
の
知
的
障
が
い
者

□
と
き　

５
月
１０
日
、８
月
１
日
、

平
成
２６
年
１
月
２３
日
（
木
曜
日
）

午
前
１０
時
―
午
後
４
時

共
通

□
と
こ
ろ　

市
役
所
会
議
棟

□
料
金　

無
料

□
持
ち
物　

印
鑑
、療
育
手
帳（
更

新
の
方
）

　
　
　
　

社
会
福
祉
課
（
内
線
１

３
４
）

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
推

進
す
る
た
め
、
市
小
水
力
利
用
推

進
協
議
会
が
、
講
演
会
と
活
動
報

告
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き　

５
月
１１
日
㈯
午
後
３
時

―
６
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

□
定
員　

４５
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

□
講
演
会　

▽
演
題
＝
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
地
域
の
力
に
！　

▽
講

師
＝
森
大
顕
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地

域
再
生
機
構
理
事
）

□
活
動
報
告
会　

小
水
力
発
電
の

適
地
の
条
件
を
解
説
し
、
協
議
会

の
活
動
報
告
や
地
域
の
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
を
提
案
し
ま
す
。

　
　
　
　

環
境
課（
内
線
１
８
３
）

　

市
茶
道
連
盟
に
協
力
し
て
い
た

だ
き
、
中
山
道
ひ
し
屋
資
料
館
の

茶
室
で
呈
茶
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

５
月
１８
日
㈯
午
前
１０
時

―
午
後
３
時
（
な
く
な
り
次
第
終

了
し
ま
す
）

□
そ
の
他　

入
館
料
（
大
人
２
０

０
円
、
小
中
高
生
１
０
０
円
）
が

必
要
で
す
。

　
　

文
化
課
志
４
３
―
２
１
１
２

（
内
線
３
２
１
）

　

次
の
地
区
の
地
籍
調
査
が
終
了

し
、
登
記
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
市
内
の
地
籍
調
査
の
登

記
完
了
面
積
は
１
６
２
・
１１
平
方

㌔
と
な
り
、
完
了
率
は
３５
・
８
㌫

と
な
り
ま
し
た
。

三
郷
町
野
井
１
地
区

□
調
査
範
囲　

三
郷
町
野
井
字
分

　

施
設
管
理
公
社
の
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

□
職
種
・
定
員  

▽
パ
ー
ト
職
員

＝
①
学
校
給
食
調
理
業
務
１
人
、

②
学
校
給
食
配
送
業
務
１
人　

▽

嘱
託
職
員
＝
③
え
な
斎
苑
管
理
業

務
１
人

□
給
与　

公
社
規
程
に
よ
る

□
対
象　

採
用
予
定
日
現
在
６５
歳

未
満
の
方
（
②
普
通
自
動
車
運
転

免
許
（
Ｍ
Ｔ
）
取
得
者
）

□
採
用
予
定
日　

①
②
は
６
月
２６

日
㈬
、
③
は
１１
月
２６
日
㈫
（
③
は

２
カ
月
前
に
仮
採
用
し
ま
す
）

□
申
し
込
み
方
法  

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
紹
介
状
と
履
歴
書
を
持
参
し

て
申
し
込
む

□
受
付
期
間　

５
月
１５
日
㈬
―
３１

日
㈮

　
　
　

  

施
設
管
理
公
社
志
２
５

―
８
２
１
３

　

県
猟
友
会
で
は
、
本
年
度
に
狩

猟
免
許
試
験
を
受
け
る
方
が
関
係

法
令
や
知
識
、
技
能
を
習
得
す
る

予
備
講
習
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

６
月
９
日
㈰
午
前
９
時

２０
分
―
午
後
４
時

□
と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
福
寿
会
館

（
岐
阜
市
薮
田
南
）

□
料
金　

７
０
０
０
円
（
昼
食
代

含
む
）

□
申
し
込
み
方
法　

林
業
振
興
課

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
入
の

上
、
申
し
込
む

□
締
め
切
り　

６
月
１
日
㈯

　
　
　
　

林
業
振
興
課
（
内
線
５

２
７
）、
県
猟
友
会
志
０
５
８
―

２
７
２
―
８
３
９
８

　市では、男女の出会いの場を提供する

「婚活イベント」を開催する団体を募集

しています。

□対象　結婚を目的とした男女の出会い

を提供するイベントを本年度中に１回以

上開催し、次の二つに該当する団体

①３人以上の市民で構成する団体（見合

いパーティーや結婚支援を業務とする法

人は対象外）②市民の結婚支援を目的と

してイベントを開催する団体

□定員　５団体（応募団体多数の場合は、

事業計画を審査し、５月中に決定します）

□市の支援　実施団体には、事業に掛か

る経費の一部を補助し、イベントの周知

などの支援をします。

□補助限度額　１０万円／団体

□申し込み方法　①申込書②団体の概要

書③企画提案書④事業の概算見積書―を

作成の上、持参するか電子メール、郵送

で申し込む

□締め切り　５月２４日㈮必着

　　　　〒５０９-７２９２（住所不要）企画

課ふるさと活力推進室志２６-２１１１（内線

３８２）、死 kikaku@city.ena.lg.jp

婚活イベントの
実施団体を募集

立
、
大
沢
道
上
、
大
沢

□
調
査
面
積　

０
・
９６
平
方
㌔

□
調
査
後
筆
数　

９
３
６
筆

□
登
記
完
了
日　

３
月
１２
日

　
　

地
籍
調
査
推
進
室
志
４
３
―

２
１
１
１
（
内
線
２
３
３
）

　

次
の
通
り
各
種
検
定
試
験
を
開

催
し
ま
す
。

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

検
定

□
と
き　

７
月
７
日
㈰　

▽
２
級

＝
午
後
１
時
半　

▽
３
級
＝
午
前

１０
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
商
工
会
議
所

□
申
し
込
み
方
法　

東
京
商
工
会

議
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
://

w
w

w
.k

en
tei.org

/

）
で
申
し
込
む

□
締
め
切
り　

５
月
２４
日
㈮

□
主
催　

東
京
商
工
会
議
所

販
売
士
検
定
３
級

□
と
き　

７
月
１３
日
㈯
午
前
９
時

半□
と
こ
ろ　

恵
那
商
工
会
議
所

□
申
し
込
み
先　

恵
那
商
工
会
議

所□
締
め
切
り　

６
月
２０
日
㈭

□
主
催　

日
本
商
工
会
議
所

Ｅ
Ｃ
Ｏ
（
環
境
社
会
）
検
定

□
と
き　

７
月
２１
日
㈰
午
前
１０
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
商
工
会
議
所

□
申
し
込
み
方
法　

東
京
商
工
会

議
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
申
し
込

む□
受
付
期
間　

５
月
７
日
㈫
―
６

月
７
日
㈮

□
主
催　

東
京
商
工
会
議
所

　
　

恵
那
商
工
会
議
所
志
２
６
―

１
２
１
１

　皆さんがお薦め

する市内の風景写

真を募集していま

す。本紙では、６

月１日号から、市内の風景を紹介

するコーナー「恵那写真館」を掲

載します。奮って応募ください。

□応募方法　写真か画像データと

①住所②氏名③電話番号④写真の

場所（町名）⑤お薦めの理由（６０

字程度）―を記入した用紙を持参

か郵送、電子メールで提出する。

□掲載　先着順で毎月１枚ずつ掲

載します。

　　　　企画課（内線３１３）、info@

city.ena.lg.jp

　市内の風景写真
募集

お
わ
び
と
訂
正

　

本
紙
４
月
１５
日
号
１２
㌻
で
お

知
ら
せ
し
た
５
月
１１
日
㈯
の
人

権
相
談
は
、
５
月
１０
日
㈮
午
後

１
時
―
３
時
中
コ
ミ
セ
ン
小
会

議
室
の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
　

総
務
課
（
内
線
３
０
７
）

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

▲くくりわなの仕組みを説明

県
伝
統
文
化
継
承
者
顕
彰

に
推
薦
す
る
候
補
者

案
内

施
設
管
理
公
社
の
職
員

募
集

楕
円
小
鉢
作
り
教
室
の
受

講
者

案
内

体
の
不
自
由
な
方
の
診
断

と
相
談
を
実
施

狩
猟
免
許
試
験
の
予
備
講

習
会
を
開
催

療
育
手
帳
に
関
す
る
診
断

と
相
談

ひ
し
屋
資
料
館
の
茶
室
で

抹
茶
体
験

地
籍
調
査
の
登
記
が
完
了

各
種
検
定
試
験
を
開
催

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
演
会

と
活
動
報
告
会
を
開
催

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

問

問

問

問

申
・
問

申
・
問

申・問

申・問

問
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恵
那
え
ん
ぴ
つ
の
会
で
は
、

物
語
り
作
り
の
基
礎
を
学
ぶ
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き　

５
月
１５
日
、
６
月
１９

日
、
７
月
２４
日
（
水
曜
日
）
午

後
１
時
半
―
３
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー

□
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す

□
定
員　

１５
人

□
料
金　

１
０
０
０
円

□
持
ち
物　

原
稿
用
紙
、
筆
記

用
具

　
　
　
　

恵
那
え
ん
ぴ
つ
の
会

（
小
笠
原
）志
４
３
―
２
１
０
５

　　

本
州
最
高
峰
に
自
生
す
る
樹

齢
２
７
０
年
の
国
の
天
然
記
念

物
「
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
」
や
、
山

頂
に
自
生
す
る
「
ヒ
カ
リ
ゴ

ケ
」、
ミ
ニ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

の
「
あ
ん
こ
う
」
な
ど
、
笠
置

山
の
自
然
に
触
れ
ま
せ
ん
か
。

□
と
き　

５
月
２６
日
㈰
（
少
雨

決
行
）

□
集
合
場
所
・
時
間　

▽
さ
わ

や
か
コ
ー
ス
（
５
・
２
キ
ロ
）

＝
笠
置
コ
ミ
セ
ン
・
午
前
８
時

半　

▽
ら
く
ら
く
コ
ー
ス（
２
・

９
キ
ロ
）
＝
笠
置
山
登
山
道 

記
帳
小
屋
・
午
前
１０
時　

▽
お

先
に
失
礼
コ
ー
ス
（
０
・
９
キ

ロ
）
＝
高
根
駐
車
場
・
午
前
１１

時□
下
山
時
間　

午
後
２
時

□
料
金　

▽
高
校
生
以
上
＝

５
０
０
円（
当
日
集
金
し
ま
す
）

▽
中
学
生
以
下
＝
無
料

□
持
ち
物　

弁
当
、
飲
み
物
、

雨
具
、
タ
オ
ル

□
締
め
切
り　

５
月
２１
日
㈫

　
　
　
　

笠
置
コ
ミ
セ
ン
志
２

７
―
３
１
１
０

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

□
と
き　

６
月
４
日
、
１１
日
、

１８
日
、
２５
日
（
火
曜
日
）
午
前

９
時
半
―
１１
時
半
（
全
４
回
）

□
内
容　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

や
７

セ
ブ
ン

、
８

エ
イ
ト

を
使
い
、
文
字
入
力

や
マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
使

い
方
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
を
丁
寧
に
説
明
し
ま
す
。

【
エ
ク
セ
ル
入
門
講
座
】

□
と
き　

６
月
６
日
、
１３
日
、

２０
日
、
２７
日
、（
木
曜
日
）
午

後
１
時
―
３
時 

（
全
４
回
）　

□
内
容　

エ
ク
セ
ル
を
使
い
、

基
本
的
な
操
作
か
ら
表
計
算
や

グ
ラ
フ
機
能
を
学
習
し
ま
す
。

【
共
通
】

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
定
員　

１８
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
料
金　

７
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
）

□
申
し
込
み
期
間　

５
月
１１
日

㈯
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日

ま
で
。初
め
て
受
講
す
る
方
は
、

５
月
２７
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
め

ば
優
先
さ
れ
ま
す
。
再
受
講
者

の
受
講
の
可
否
は
、
５
月
２８
日

㈫
以
降
に
連
絡
し
ま
す
。

※
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
分
か
ら
な
い

方
、
他
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
方
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７　

　　

パ
ソ
コ
ン
教
室
を
通
し
て
、

社
会
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
見
学

も
大
歓
迎
で
す
。

□
と
こ
ろ
・
と
き　

▽
岩
村
福

祉
セ
ン
タ
ー
＝
５
月
１０
日
、
２４

日
、
６
月
７
日
、
２１
日
（
金
曜

日
）
午
後
１
時
―
３
時　

▽
市

福
祉
セ
ン
タ
ー
＝
５
月
１５
日
、

２９
日
、
６
月
１２
日
、
２６
日
（
水

曜
日
）
午
前
１０
時
―
正
午
、
午

後
１
時
―
３
時

□
対
象　

市
内
に
在
住
し
、
障

害
者
手
帳
を
持
つ
方
、
難
病
疾

患
の
方

□
定
員　

各
５
人
（
先
着
順
）

□
内
容　

パ
ソ
コ
ン
入
門
や

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の
基
礎

□
料
金　

２
５
０
円
／
回
（
別

途
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
）

□
持
ち
物　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

※
受
講
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま

す
　
　
　
　

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン

サ
ポ
ー
ト
え
な
（
山
田
）
志
０

９
０
―
７
０
４
７
―
５
６
４
９

　

恵
那
駅
前
は
道
路
が
美
し
く
整
備

さ
れ
て
お
り
、
中
山
道
沿
い
に
は
飲

食
店
や
雑
貨
店
、
人
懐
か
し
い
家
並

み
と
迷
路
の
よ
う
な
細
い
路
地
な

ど
、
日
本
の
原
風
景
が
あ
り
ま
す
。

魅
力
あ
る
観
光
資
源
だ
と
思
い
ま
す

が
、
歩
く
人
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
「
の
れ
ん

ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
利
用
し
、

の
れ
ん
を
年
間
通
し
て
商
店
街
の
軒

先
に
飾
れ
ば
路
地
裏
が
引
き
立
ち
ま

す
。
日
本
の
真
ん
中
と
い
う
立
地
条

件
や
中
山
道
広
重
美
術
館
の
活
用
に

よ
る
文
化
の
発
信
で
観
光
を
ア
ピ
ー

ル
。
駅
前
か
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
を
つ
く
り
、
駅
前
通
り
の
活
性
化

を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

（
市
政
モ
ニ
タ
ー
）

　

駅
前
を
通
り
、
東
西
に
抜

け
る
中
山
道
は
、
市
を
代
表

す
る
観
光
資
源
の
一
つ
で
す
。
大
井

宿
本
陣
跡
や
行あ

ん

在ざ
い

所し
ょ

、
中
山
道
ひ
し

屋
資
料
館
、
中
山
道
広
重
美
術
館
な

ど
の
文
化
的
な
施
設
と
駅
前
商
店
街

な
ど
が
連
携
し
て
観
光
の
情
報
発
信

を
し
て
い
く
こ
と
は
、
活
気
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

現
在
は
、
商
店
街
連
合
会
や
商
工

会
議
所
な
ど
と
協
力
し
な
が
ら
、
駅

前
商
店
街
の
活
気
を
取
り
戻
そ
う

と
、
ま
ち
な
か
市
を
銀
座
通
り
で
年

に
４
回
開
催
し
て
お
り
、
第
１０
回
目

を
今
月
１８
日
㈯
に
開
き
ま
す
。

　

旧
中
山
道
沿
い
の
家
や
店
の
軒
下

に
の
れ
ん
を
飾
る
、
の
れ
ん
ア
ー
ト

コ
ン
テ
ス
ト
も
、
商
店
街
の
方
々
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
４
回

開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
意
見
を
参
考
に
し
、

活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
観
光
交
流
室
）

　

こ
と
し
も
、
恵え

奈な

の
里
、
次す

き

米ま
い

み
の
り
祭
の
お
田
植
え
祭
を

開
催
し
ま
す
。
親
子
で
早
乙
女

の
衣
装
を
着
て
田
植
え
を
し
ま

せ
ん
か
。

□
と
き　

５
月
１８
日
㈯
午
前
９

時
―
正
午

□
と
こ
ろ　

長
島
町
正
家
地
内

の
斎
田
（
円
通
寺
南
）

□
対
象　

女
性
の
親
子
で
、
子

ど
も
は
小
学
４
年
生
―
中
学
３

年
生

□
定
員　

１０
組
２０
人

□
料
金　

無
料

□
申
し
込
み
方
法　

①
住
所
②

氏
名
③
年
齢
④
電
話
番
号
―
を

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー

ル
で
申
し
込
む
。
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
で
決
定
し
、
５

月
１３
日
㈪
に
連
絡
し
ま
す
。

□
締
め
切
り　

５
月
１０
日
㈮
　

　
　
　
　
恵
奈
の
里
次
米
み
の

り
祭
実
行
委
員
会
（
市
観
光
交

流
室
内
）
志
２
６
―
２
１
１
１

（
内
線
５
３
２
）、
思
２
６
―
２

８
６
１
、
死sh

ou
k
ou

k
an

k
ou

@
city

.en
a.lg

.jp

　　

犯
罪
や
事
件
、
事
故
に
遭
っ

た
被
害
者
や
家
族
、
遺
族
の
被

害
回
復
を
支
援
す
る
た
め
、
電

話
や
面
接
相
談
、
裁
判
所
な
ど

の
付
き
添
い
支
援
を
す
る
活
動

員
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

□
と
き　

８
月
上
旬
―
１０
月
上

旬□
対
象　

２５
―
６５
歳
で
月
２
回

程
度
の
相
談
や
支
援
な
ど
の
活

動
が
で
き
る
方

□
定
員　

１５
人

□
申
し
込
み
方
法　

は
が
き

に
、
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④

電
話
番
号
⑤
「
資
料
請
求
」
―

を
明
記
し
郵
送
す
る

□
締
め
切
り　

５
月
３１
日
㈮
　

　
　
　
　
〒
５
０
０
―
８
３
８

４
岐
阜
市
薮
田
南
５
―
14
―
12

シ
ン
ク
タ
ン
ク
庁
舎
公
益
社
団

法
人
「
ぎ
ふ
犯
罪
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
」
志
０
５
８
―

２
７
５
―
３
９
３
３

　　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
わ
む
ら
一
斎

塾
で
は
、
本
年
度
も
計
６
回
の

講
座
を
計
画
し
ま
し
た
。
１
回

目
は
、
迫
力
あ
る
津
軽
三
味
線

「
お
楽
し
み
民
謡
紀
行
」
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　

１０
年
前
か
ら
郷
土
の
先
人
を

顕
彰
し
な
が
ら
、
業
績
や
今
に

生
き
る
教
え
な
ど
を
「
人
づ
く

り
、
心
育
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
」

に
生
か
す
た
め
、
年
数
回
の
公

開
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

□
と
き　

５
月
１８
日
㈯
午
後
１

時
半
―
３
時

□
と
こ
ろ　

岩
村
コ
ミ
セ
ン

□
出
演　

高
橋
傳
次
郎
氏
（
高

橋
流
渡
辺
会
会
主
）、
高
橋
祐

紀
和
氏

□
料
金　

無
料

　
　
い
わ
む
ら
一
斎
塾（
鈴
木
）

志
０
９
０
―
８
１
３
５
―

２
４
２
１

　　

恵
那
三
学
塾
山
岡
委
員
会
で

は
「
山
岡
の
城
跡
と
戦
国
ロ
マ

ン
を
追
う
ハ
イ
キ
ン
グ
と
講
演

パ
ー
ト
Ⅱ
」
と
題
し
て
、
山
田

城
跡
と
下し

も

手と
う

向げ

城
跡
の
見
学
と

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き　

５
月
１９
日
㈰
午
前
９

時
―
午
後
３
時
半　

▽
午
前
＝

城
跡
巡
り　

▽
午
後
＝
講
演
会

※
小
雨
決
行
、
雨
天
時
は
現
地

見
学
中
止
、
９
時
か
ら
講
演
会

を
行
い
ま
す

□
と
こ
ろ　

山
岡
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
集
合

□
料
金　

無
料

□
持
ち
物　

弁
当
、
雨
具
な
ど

　
　
　
　

山
岡
コ
ミ
セ
ン
志
５

６
―
２
６
１
８

申
・
問

問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

▲早乙女の衣装で田植え▲笠置山のヒトツバタゴ

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ

ベントや各種募集などを市内に周知するため

のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に

関する掲載はできません）

□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報

広聴係志２６-２１１１（内線３１９）

▲軒先に飾られたのれん

次
米
「
お
田
植
え
祭
り
」

田
植
え
の
希
望
者
募
集

笠
置
山
な
ん
じ
ゃ
も
ん

じ
ゃ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

被
害
者
支
援
活
動
員
の

養
成
講
座

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
教

室
の
受
講
生
を
募
集

観
光
資
源
を
生
か
し
た
恵

那
駅
前
通
り
の
活
性
化

第
１
回
い
わ
む
ら
一
斎

塾
特
別
公
開
講
座

物
語
り
作
り
の
基
礎
講

座

パ
ソ
コ
ン
の
６
月
期
講

座
の
受
講
生
を
募
集

申
・
問

申
・
問

山
岡
の
城
跡
ハ
イ
キ
ン

グ
と
戦
国
講
演
Ⅱ



2013.5.115 広報えな 14

　４月１日から、移住定住相談の総合窓口として「恵那

暮らしサポートセンター」を設置。田舎暮らしの課題や

移住者の困りごとなどの支援や助言を行います。事務局

には、地域おこし協力隊の須
す

原
はら

由
ゆ

里
り

加
か

さんを迎えました。

　４月６日、中野方町のグリーンピア恵那跡地で、約８０

人がクリの苗を植樹。３年目のことしは、クリ園の約１

㌶に「筑
つく

波
ば

」「丹
たん

沢
ざわ

」「ぽろたん」を２８３本植えしました。

平成２９年には、クリ園の総面積が２０㌶になる予定です。

　社会資本整備総合交付金事業で整備されたやまおか交

流広場で、３月３１日、広場周辺整備の完成を祝うやまお

か夢交流フェスタを開催。約８００人の参加者は、餅投げ

や、新しい図書室での読み聞かせと手品を楽しみました。

　市国際交流協会主催の中学生海外派遣事業の開会式と

第１回事前研修会が、４月３日、市消防防災センターで

開催。市内の中学校から選ばれた２０人は、オーストラリ

アでのホームステイに向け一人ずつ抱負を語りました。

　

４
月
１４
日
、
農
村
景
観
日
本
一
の
富
田
地
区
か
ら
そ
の

上
流
に
あ
る
三
森
山
を
登
る
「
三
森
山
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」

が
開
催
さ
れ
、
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
ふ
る
さ
と
富
田
会
館
な
ど

を
ス
タ
ー
ト
し
た
参
加
者
は
、
標
高
１
１
０
０
㍍
の
三
森

山
へ
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
、
今
は
や
り
の
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
オ
ー
ク
を
体
験
し
て
汗
を
流
し
ま
し
た
。ゴ
ー
ル
で
は
、

み
そ
汁
の
無
料
配
布
や
餅
投
げ
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
お

い
し
い
み
そ
汁
で
疲
れ
を
癒
や
し
て
い
ま
し
た
。

やまおか交流広場の完成を祝う

オーストラリア派遣への抱負を語る

移住定住を支援する総合窓口を設置

日本一のクリ園目指し２８３本の苗を植樹 ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
ク
で
三
森
山
を
登
る

武並町

嶋崎 翔
しょう

馬
ま

くん

強
く
て
優
し
い
心
を
持
っ

て
ほ
し
い
な
♡
　
　
　
　

　
博
士
さ
ん
・
由
香
利
さ
ん

　６月に１歳の誕生日を迎える
お子さんの写真を募集します。
写真（なるべく１人で胸から上
で顔全体が写っているもの）の
裏に住所、氏名（ふりがな）、生
年月日、性別、電話番号、両親の
氏名、３０字以内のコメントを添
えて、５月１５日㈬までに申し込
んでください。またケーブルテ
レビ放映の可否についてもご記
入ください。申し込み多数の場
合は先着順により掲載します。

５月生まれのお誕生日

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
企画課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３１９）

武並町

鈴木 康
こう

介
すけ

くん

い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
を
あ
り

が
と
う
♡
す
く
す
く
元
気

に
大
き
く
な
～
れ
♪

圭
太
郎
さ
ん
・
佳
子
さ
ん

大井町

後藤 光
こう

我
が

くん

い
つ
も
笑
顔
を
あ
り
が
と

う
♡
一
歳
お
め
で
と
う
！

　

登
美
雄
さ
ん
・
美
樹
さ
ん

明智町

丹羽 結
ゆう

菜
な

ちゃん

一
歳
お
め
で
と
う
。
元
気

に
大
き
く
な
っ
て
ね
。
撮

影
菜
々
美
。

英
樹
さ
ん
・
里
未
さ
ん

大井町

丸山 彩
いろ

葉
は

ちゃん

一
歳
お
め
で
と
う
！
い
っ

ぱ
い
食
べ
て
大
き
く
な
っ

て
ね
。和

恩
さ
ん
・
芳
子
さ
ん

小栗 練
れん

仁
と

くん

一
歳
お
め
で
と
う
！
練
仁

の
笑
顔
で
家
族
み
ん
な
が

笑
顔
だ
よ
♡

大
助
さ
ん
・
聖
湖
さ
ん

東野

一
歳
お
め
で
と
う
☆
お
姉

ち
ゃ
ん
た
ち
に
負
け
な
い

よ
う
力
強
く
育
っ
て
ね
！

　

弘
幸
さ
ん
・
麻
里
さ
ん

長島町

酒井 葵
あおい

くん

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
♡
葵
君
の
笑
顔

は
最
高
だ
よ
♡

邦
総
さ
ん
・
麻
美
さ
ん

岩村町

原 宗
そう

寿
じゅ

くん

一
歳
お
め
で
と
う
☆
お
兄

ち
ゃ
ん
に
負
け
な
い
く
ら

い
大
き
く
育
っ
て
ネ
☆

孝
さ
ん
・
真
由
美
さ
ん

大井町

矢頭 杏
あ

月
き

ちゃん

誕
生
日
お
め
で
と
う
、
あ

き
♡
三
姉
妹
仲
良
く
ね
♡

大
好
き
だ
よ
♡

真
祐
さ
ん
・
未
佳
さ
ん 

長島町

山崎 叶
かな

人
と

くん

一
歳
お
め
で
と
う
。
優
し

い
子
に
育
っ
て
ね
！
　
　

　
　

慎
悟
さ
ん
・
泰
江
さ
ん

長島町

土岐 怜
れい

示
じ

くん

怜
示
一
歳
お
め
で
と
う
！

こ
れ
か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ

い
に
成
長
し
て
ね
！

勇
介
さ
ん
・
友
里
菜
さ
ん

※コミセン＝コミュニティセンターの略 

武並町

松浦 寿
かず

樹
き

くん



輝
く

恵
那
人
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長
島
町
久
須
見　

町ま
ち

野の 

正ま
さ

子こ 

さ
ん　

６７
歳

　

「
周
り
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
こ
こ

ま
で
活
動
で
き
た
」
と
話
し
て
く
れ
た
の

は
、
市
女
性
消
防
隊
長
の
町
野
正
子
さ

ん
。

　

町
野
さ
ん
は
、
平
成
１９
年
４
月
に
市
女

性
消
防
隊
が
発
足
し
た
と
き
か
ら
隊
長
を

務
め
て
い
る
。
平
成
１９
年
１０
月
２５
日
に
横

浜
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
女
性
消
防
操
法

大
会
に
市
女
性
消
防
隊
が
出
場
す
る
こ
と

に
な
り
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
で
活
動
し
て

い
た
町
野
さ
ん
に
声
が
掛
か
っ
た
。
「
当

時
は
縁
の
下
の
力
持
ち
に
な
れ
れ
ば
い

い
」
と
い
う
気
持
ち
で
入
隊
し
た
。

　

２２
人
で
発
足
し
た
隊
の
隊
員
は
、
大
会

ま
で
の
約
半
年
間
、
週
３
日
の
ペ
ー
ス
で

夜
間
に
過
酷
な
練
習
を
行
っ
た
。
そ
の
結

果
、
各
都
道
府
県
を
代
表
し
て
参
加
し
た

４７
隊
の
中
で
、
１
０
０
点
満
点
中
９８
点
の

最
高
点
を
獲
得
し
、
見
事
優
勝
。
県
知
事

か
ら
特
別
感
謝
状
と
県
民
栄
誉
賞
を
授
与

さ
れ
た
。
「
み
ん
な
が
力
を
一
つ
に
合
わ

せ
た
結
果
、
優
勝
で
き
た
の
で
本
当
に
興

奮
し
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

し
か
し
、
大
会
優
勝
後
は
、
火
事
の
現

場
に
行
く
わ
け
で
は
な
い
自
分
た
ち
が
何

を
し
た
ら
よ
い
か
と
悩
ん
で
い
た
。
そ
ん

な
と
き
、
毎
年
、
日
本
各
地
で
開
催
さ
れ

て
い
る
全
国
女
性
消
防
団
活
性
化
大
会
に

参
加
。
他
県
の
女
性
消
防
隊
の
活
動
を
聞

く
う
ち
に
手
掛
か
り
を
得
た
。
紙
芝
居
に

よ
る
防
災
の
啓
発
だ
。
早
速
、
全
国
の
女

性
消
防
隊
か
ら
助
言
を
も
ら
い
な
が
ら
紙

芝
居
を
作
成
。
昨
年
秋
か
ら
保
育
園
児
や

小
学
生
ら
を
対
象
に
防
災
の
啓
発
を
始
め

た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
後
は
、
ど
の
地
域
で

も
防
災
に
対
す
る
意
識
が
一
層
高
ま
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
女
性
な
ら
で
は
の
防
災

の
啓
発
も
重
要
性
を
増
す
。
「
も
っ
と
隊

員
を
増
や
し
、
指
差
し
に
よ
る
火
元
確
認

な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
身
近
に
で
き
る
防
火

活
動
や
災
害
時
の
炊
き
出
し
な
ど
、
女
性

の
目
線
で
有
事
へ
の
備
え
を
話
し
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。

　

人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
い
ざ
と
い
う
時
に
何
を
す
る
べ
き
か

伝
え
る
た
め
、
今
後
も
地
域
で
の
防
災
の

啓
発
を
続
け
て
い
く
。

女
性
の
目
線
で
有
事
へ
の
備
え
を
伝
え
る

紙
芝
居
で
防
災
を
啓
発

　三郷小学校で４月１７日、命を守る訓練の一つの避難訓

練を実施。火災発生の放送が流れると、児童らはハンカ

チで鼻と口を覆い非常階段などから次々に避難。全校児

童１２０人は、無事グラウンドに集合できました。

　串原の大野公園で４月１４日、第２５回奥矢作湖さくら

まつりを開催。約１,２００人の来場者は、カラオケ大会や

宮路オサム歌謡ショーなどを満喫。桜が老木になり、花

の付きが悪くなったため今回が最終回となりました。

　４月７日、大正村で第４回きものｉｎ大正村が開催さ

れました。明智かえでホールで行われたモダンガール、

モダンボーイを選ぶ「モガ・モボ大賞コンテスト」には

３４組が出場。来場者が投票して大賞などを選びました。

　４月２１日、第１２回恵那峡ハーフマラソンが開催され、

過去最多の２，７０８人が参加。恵那スケート場を発着点に

ランナーは、ハーフマラソンや３㌔ロードレース、３㌔

ジョギングで恵那の丘陵地を駆け健脚を競いました。

　４月１６日、上矢作小学校では地域の方の案内で、町内

の文化財や観光資源を巡り地元の良さを学びました。３、

４年生は松並木や大
おお

船
ぶね

神社、弁慶スギ、風力発電所を訪

れ、案内役の説明をメモを取りながら聞いていました。

　大井小学校で４月１２日、１年生４３人は１年生を迎え

る会で全校児童に初めて対面。全員でゲームを楽しんだ

後、１年生は６年生から歓迎の言葉が書かれたペンダン

トをプレゼントされ、うれしそうに眺めていました。

大井小１年生４３人が全校生徒と初対面 大正村で着物姿のモガ・モボコンテスト

地域の案内役から上矢作の良さを学ぶ 奥矢作湖恒例の桜祭りが最終回

２,７０８人が健脚を競った恵那峡ハーフマラソン ハンカチで鼻と口を覆い避難

１０３

※コミセン＝コミュニティセンターの略 
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『広報えな』は環境に優しい再生紙を使用しています。

この印刷物は石油系インキではな
く、地球に優しい植物油を使用し
たインキで印刷されています。

　「映画づくりを通してまちを元気にしたい」。そんな思

いで始まった市民を中心とした団体・えな「心の合併」

プロジェクトが製作した映画。２０１０（平成２２）年に市

内全地域をロケ地として多くの市民の参加と協力で撮影

された。監督は林
はやし

弘
ひろ

樹
き

、俳優は、主演の渋
しぶ

江
え

譲
じょう

二
じ

をはじめ、

佐藤仁美、高畑淳子、村田雄浩など有名俳優人がプロジェ

クトの趣旨に賛同して出演した。

　物語は、映画の助監督をしてい

る主人公の志半ばとなった少年時

代の夢と、２０年後の田舎の現実

が交錯しながら進む。そしてふる

さとへの愛情と葛藤の中から、誰

もが持つ故郷への思いや郷土を愛

する心を描く。

　この映画は、日本全国で上映さ

れた。

９５

９６

▲オープン時に行われたボルダリングの実演

▲撮影には多くの市民がエキストラで参加

ボルダリングは自然の中で、自分の力を試

せるスポーツ。笠置山ではプロクライマー

がエリアを開拓しルートを設定した。地域

では「笠置山クライミング協会」を立ち上

げ、案内看板やトイレの設置、駐車場整備

などエリアの整備を行った。

笠置山クライミングエリア 日本有数の岩登りエリア

映画「ふるさとがえり」 映画づくりで「心の合併」

広報えな No.１９６
２０１３年（平成２５年）

５月１日発行

▲市メール配信サービス
　（登録用ＱＲコード）

　　　市ＷＥＢ版文字放送システム

▲

　　　　        　　　　（閲覧用ＱＲコード）

　□問い合わせ　防災情報課（内線３１７）

『広報えな』５月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約９．８円（税込み）です。

この映画には、市内の消防署、消防団が全

面的に協力。延べ１,３００人の消防団員が参

加するとともに、エキストラ（臨時の出

演者）や食事の手配など多くの市民ボラン

ティアが裏方として支えた。

　市の北部に位置する標高１，１２８㍍の笠置山の中腹に

２００９（平成２１）年６月にクライミングエリアがオープ

ンした。クライミングとは岩登りのことをいい、中でも

笠置山は「ボルダリング」といわれる比較的低い岩（２

～４㍍くらい）をロープなどの補助なしで登るスポーツ

に適した岩が約１２０個ある。世界トップクラスの実力を

持つ有名なプロクライマーの小
こ

山
やま

田
だ

大
だい

氏もこの笠置山ク

ライミングエリ

アを高く評価し

ている。国内最

難課題の一つな

ど高難易度から

初心者向けの岩

まであり、幅広

いクライマーが

笠置山を訪れる。

次号は５月１５日号
　発行日は５月１５日㈬です

▲ロープを掛けながら登るリードクライミン
グを楽しむ

▲渋江譲二など有名俳優が
出演し全国で上映された




